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最近 Second-class current の存在可能性を検証する上で，偏極核から放出されるベータ線の角分布
を測定することが有効な方法であることが示された。また，ある種のハイペロンの崩壊でも存在可能
性が議論され得ることが示された。現在，検証のために，ベータ線の角分布の精密測定の実験が行な




















最近偏極した 12B および 12N のベータ崩壊での電子の角分布の精密測定，あるいは荷電シグマ
粒子の軽粒崩壊の比等より，弱い相互作用における Gパリティ非保存の検証が試みられている。しか
し観測量の中には，本来の Gパリティ非保存による効果の外に電磁補正に基づく効果等が混在する。
この研究によって，電磁補正による効果が定量的に明らかにされたことは，今后の Gパリティ非保存
の機構解明に大きく寄与するものであり，よって鈴木重直君の論文は，理学博士の学位論文として十
分価値あるものと認める。
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